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当院では、正面玄関や病棟に「ふれあいの箱」

というご意見箱を設置しておりますので、当

院に対するご意見・ご要望等ございましたら

ご遠慮なくお聞かせください。 

理事長 前田隆史 
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一
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れ
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の
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わ
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私
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専
門
外

来

消化器内科 前田純　波間大輔 泌尿器科 多田羅潔

消化器外科

糖尿病外来 鈴木一永　谷口洋

鈴木康之　和田侑希子 小児科 濱田嘉徳　辻正子

呼吸器外科 加藤歩 皮膚科

 

 

 

二
○
一
八
年
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。 

昨
年
は
政
治
問
題
に
自
然
災
害
に
と
喜
ば

し
く
な
い
話
題
に
事
欠
か
な
い
年
で
し
た
。 

今
年
に
入
っ
て
、
「
は
れ
の
ひ
」
に
よ
る
成
人

式
問
題
や
群
馬
県
の
草
津
白
根
山
が
噴
火
し

死
傷
者
が
出
る
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
が
世
間
を
賑

わ
せ
て
お
り
ま
す
。 

毎
年
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
す
が
、

今
年
は
平
和
で
よ
い
年
に
な
る
よ
う
と
期
待
を

込
め
、
各
施
設
で
は
初
詣
や
書
初
め
な
ど
新

年
の
行
事
を
行
い
ま
し
た
。  

平成 30 年 2 月 診療予定表 

（午前：9:00～12:00 午後：3:00～6:00）   ※予告無く変更となる場合があります。 

日 曜日 
午前診 午後診 

糖尿病 当直 
内科・一診 内科・二診 内科・三診 小児科 内科・一診 内科・二診 内科・三診 皮膚科 

1 木 多田羅   辻 佐尾山 和田    山田 

2 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山     本田 

3 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純     高橋 

4 日 休 診（日直 高橋）  

5 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純   森上  竹﨑 

6 火 前田純 波間 佐尾山 辻 前田純 波間    波間 

7 水 岸 佐尾山  濱田 岸     岸 

8 木 佐尾山   辻 佐尾山 和田    山田 

9 金 前田隆 佐尾山  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

10 土 前田純 多田羅 佐尾山 濱田 前田純    鈴木一 桑原 

11 日 休 診（日直 桑原） 山中 

12 月 休 診（日直 竹﨑） 竹﨑 

13 火 前田純 波間 佐尾山 辻 佐尾山 波間    波間 

14 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

15 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 和田    山田 

16 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山     本田 

17 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純    谷口 桑原 

18 日 休 診（日直 桑原）  

19 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅  森上  竹﨑 

20 火 前田純 波間 佐尾山 辻 佐尾山 波間    波間 

21 水 岸 多田羅 佐尾山 濱田 岸     岸 

22 木 佐尾山 多田羅  辻 佐尾山 和田    山田 

23 金 前田隆 多田羅  辻 佐尾山    鈴木一 本田 

24 土 前田純 鈴木康  濱田 前田純    谷口 藤本 

25 日 休 診（日直 藤本）  

26 月 前田純 前田隆 加藤 濱田 前田純 多田羅    竹﨑 

27 火 前田純 波間  辻  波間    波間 

28 水 岸 多田羅  濱田 岸     岸 

 

 

 

 

 

今
年
も
は
や
二
月
に
な
り
ま
し
た
。
立
春
と

は
名
ば
か
り
で
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
も
流
行
っ
て
い

ま
す
の
で
皆
様
充
分
に
気
を
付
け
て
下
さ
い
。 

昨
日
、
テ
レ
ビ
で
は
各
地
の
豆
ま
き
行
事
の

様
子
が
放
送
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
二
月
初
め

に
相
撲
協
会
の
理
事
選
が
あ
り
貴
乃
花
親
方

が
落
選
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
豆
ま
き
行
事
に

出
席
し
て
い
た
貴
乃
花
親
方
の
表
情
は
明
る

く
華
の
あ
る
人
だ
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。 

唯
、
相
撲
人
気
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か
が
心

配
で
す
。
フ
ァ
ン
の
相
撲
離
れ
が
起
こ
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
改
革
の
兆

し
が
見
え
な
い
と
人
気
が
落
ち
て
い
く
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
十
人
の
理
事
の
方
た
ち

の
手
腕
が
問
わ
れ
そ
う
で
す
。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【作り方】 

 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
症
状
は
、
朝
起
き
て
か
ら 

分
以
内
に
最
も
出
や
す
く
、
日
中
や
夜
は
落

ち
着
く
の
が
特
徴
で
す
。 

朝
、
起
き
た
と
き
に
最
も
強
く
感
じ
る
関
節

の
こ
わ
ば
り
の
他
に
、
手
指
、
足
趾
、
手
首
の

関
節
の
痛
み
と
腫
れ
が
数
週
間
か
ら
数
か
月

の
間
に
徐
々
に
起
こ
り
ま
す
。
ま
た
、
肘
や
膝

の
関
節
に
も
痛
み
と
腫
れ 

が
み
ら
れ
ま
す
。 

関
節
リ
ウ
マ
チ
の
痛
み 

や
腫
れ
の
症
状
は
手
指
の 

第
２
関
節
に
出
る
の
が
典 

型
的
で
、
左
右
対
称
に
な 

り
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ 

て
い
ま
す
。 

病
気
が
進
行
す
る
と
、
関
節
の
骨
や
軟
骨
が

破
壊
さ
れ
て
関
節
の
変
形
が
起
こ
り
、
手
指
が

小
指
側
に
曲
が
る
尺
側 

偏
位
、
足
の
親
指
が
外 

側
に
曲
が
る
外
反
母
趾
、 

膝
や
肘
が
十
分
に
伸
ば 

せ
な
く
な
る
屈
曲
拘
縮 

な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
全
身
症
状
と
し 

て
、
疲
れ
や
す
さ
、
脱 

力
感
、
体
重
減
少
、
食 

欲
低
下
が
あ
り
ま
す
。 

[

手
術
療
法] 

○
人
工
関
節
置
換
術 

膝
や
股
関
節
な
ど
を
人
工
の
関
節
に
入
れ
替
え
、
そ

の
働
き
を
再
び
戻
す
よ
う
に
す
る
手
術
で
す
。 

最
近
で
は
人
工
関
節
の
材
料
な
ど
も
改
良
さ
れ
、
耐

用
年
数
も
大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。 

○
関
節
固
定
術 

壊
れ
た
関
節
を
一
つ
の
骨
に
し
て
し
ま
う
と
き
に
行

う
手
術
で
す
。 

指
や
手
首
、
足
首
な
ど
固
ま
っ
て
動
か
な
く
て
も
支

障
が
比
較
的
少
な
い
関
節
に
対
し
て
行
い
ま
す
。 

○
関
節
形
成
術 

 

関
節
の
一
部
を
削
っ
た
り
し
て
形
を
整
え
て
機
能
や

整
容
を
回
復
さ
せ
る
手
術
で
す
。 

足
趾
・
手
首
・
肘
・
指
な
ど
に
行
わ
れ
ま
す
。 

○C
R

P

（C

反
応
性
タ
ン
パ
ク
） 

 
C

R
P

は
、
体
内
に
炎
症
や
組
織
の
破
壊
が

あ
る
時
に
、
肝
臓
で
作
ら
れ
る
特
殊
な
タ
ン
パ

ク
質
で
す
。
感
染
症
な
ど
炎
症
を
伴
う
さ
ま
ざ

ま
な
病
気
で
値
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
関
節
リ

ウ
マ
チ
の
場
合
は
こ
の
値
が
２
㎎
／
㎗
以
上

の
と
き
、
活
動
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
ま
す
。 

○
赤
沈 

 

赤
沈
と
は
、
血
液
を
固
ま
ら
な
い
よ
う
に
し

て
ガ
ラ
ス
管
内
に
静
置
し
た
時
に
、
赤
血
球
が

１
時
間
に
何
㎜
沈
む
か
を
測
っ
た
も
の
で
す
。

体
内
で
炎
症
が
起
こ
っ
て
い
る
と
、
沈
む
速
度

が
速
ま
り
、
値
が
大
き
く
な
り
ま
す
。 

○
リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
（R

F

） 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
や
他
の
膠
原
病
な
ど
の
自

己
免
疫
疾
患
の
方
に
み
ら
れ
る
タ
ン
パ
ク
質

の
一
種
で
す
。
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
患
者
さ
ん
の

約 

％
の
方
が
陽
性
と
な
り
ま
す
。 

○
抗C

C
P

抗
体 

 

リ
ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
と
同
様
に
自
己
抗
体

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
早
期
の
関
節
リ
ウ
マ
チ
で

も
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
診

断
に
役
立
ち
ま
す
。 

○Ⅹ

線
検
査
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
） 

 
Ⅹ

線
検
査
は
、
関
節
の
骨
の
状
態
を
み
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
検
査
で
す
。 

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
免
疫
の
異
常
に
よ
り
関

節
の
腫
れ
や
痛
み
を
起
こ
し
、
後
に
変
形
を
き

た
す
病
気
で
す
。
主
に
手
足
の
関
節
で
起
こ
り

ま
す
が
内
臓
を
侵
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

歳
以
上
の
人
口
の 

１
％
に
あ
た
る
人
が
こ 

の
病
気
に
か
か
る
と
い 

わ
れ
て
い
ま
す
。
ど
の 

年
齢
の
人
に
も
起
こ
り 

ま
す
が
、 

歳
代
か
ら 

歳
代
で
発
病
す
る
人 

が
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
男
性
よ
り
女
性 

に
多
く
認
め
ら
れ
ま
す 

（
約
３
倍
）
。 

 

こ
の
免
疫
系
が 

異
常
に
活
動
す
る 

結
果
と
し
て
、
誤 

っ
て
自
分
自
身
の 

細
胞
や
組
織
を
攻 

撃
し
て
し
ま
い
ま 

す
。
そ
れ
に
よ
り 

炎
症
が
起
こ
り
、 

関
節
の
腫
れ
や
痛 

み
と
な
っ
て
現
れ 

て
き
ま
す
。
そ
の 

炎
症
が
続
く
と
、 

関
節
の
周
囲
を
取 

り
囲
ん
で
い
る
滑 

膜
が
腫
れ
上
が
り
、 

さ
ら
に
炎
症
が
悪 

化
し
て
、
骨
や
軟 

骨
を
破
壊
し
て
い 

き
ま
す
。 

[

薬
物
療
法] 

○
抗
リ
ウ
マ
チ
薬 

 
●

 

免
疫
異
常
・
炎
症
の
改
善
及
び
抑
制 

●
 

軟
骨
・
骨
破
壊
の
進
行
遅
延 

○
非
ス
テ
ロ
イ
ド
性
抗
炎
症
薬 

 
●

 

痛
み
や
炎
症
の
軽
減 

○
ス
テ
ロ
イ
ド(

副
腎
皮
質
ス
テ
ロ
イ
ド) 

 
●

 

痛
み
や
炎
症
の
抑
制 

○
生
物
学
的
製
剤(

バ
イ
オ
医
薬
品) 

 
●

 

炎
症
抑
制 

●
 

軟
骨
・
骨
破
壊
の
進
行
抑
制 

(

抗
リ
ウ
マ
チ
薬
の
効
果
不
十
分
の
際
に
使
用) 

[

リ
ウ
マ
チ
体
操] 

 

 

 

関
節
リ
ウ
マ
チ
と
は 

症
状 

治
療 

検
査 

炎
症
を
悪
化
さ
せ
る
物
質 

 

体
内
で
炎
症
が
生
じ
た
と
き
に
は
、
サ
イ

ト
カ
イ
ン
と
い
う
物
質
が
過
剰
に
分
泌
さ

れ
、
そ
れ
が
炎
症
を 

悪
化
さ
せ
ま
す
。 

炎
症
を
悪
化
さ
せ 

る
サ
イ
ト
カ
イ
ン
に 

はIL
-6

（
イ
ン
タ
ー 

ロ
イ
キ
ン
６
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

30 

原
因 

 

完
全
に
病
気
の
原
因
が
分
か
っ
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
患
者
さ
ん
の
免
疫
系

に
異
常
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
遺
伝
子
の
何
ら
か
の
異
常
か
、

感
染
し
た
ウ
イ
ル
ス
や 

細
菌
の
影
響
あ
る
い
は
、 

こ
の
両
方
の
組
み
合
わ 

せ
に
よ
っ
て
起
こ
る
の 

で
は
な
い
か
と
考
え
ら 

れ
て
い
ま
す
。 

  

30 

30 

50 
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給食 

いよかんジャム ●●● ●●● 

【材料】 

いよかん・・・３個（８００ｇくらい）、 

グラニュー糖・・・３２０～４５０ｇ、 

レモン汁・・・１個分 

 

 

 

 

 

風邪予防・疲労回復・整腸作用に効く『いよかん』 

いよかんをきれいに洗う。白い綿をつけ

ないように皮をむき、千切りにして、あく

や苦味をとるために 30～40分水に浸して

おき、水切りして鍋に入れかぶるくらいの

水を加え 6～7分煮る。 

煮汁を捨て、あらたに水を加え皮がやわ

らかくなるまで 6～7 分煮て、煮汁を捨て

る。皮を煮ている間にいよかんの実を薄皮

から取り出しておく。 

鍋にいよかんと皮、グラニュー糖をいれ

中火で 30分ほど煮て、レモン汁を加え、火

を止める。冷ましてから保存ビンにつめる。

砂糖の量やジャムの硬さはお好みで調整し

てください。 

 

https://www.astellas.com/jp/health/healthcare/ra/preliminary02.html
https://www.astellas.com/jp/health/healthcare/ra/preliminary02.html

